
　
創
立
８
０
周
年
記
念

誌
の
編
纂
は
「
北
見
赤

十
字
病
院
創
立
８
０
周

年
記
念
誌
作
製
編
集
委

員
会
」
が
行
う
こ
と
に

な
り
、
委
員
長
に
相
原

事
務
部
長
、
委
員
に
上

野
副
院
長
兼
看
護
部
長

外
の
皆
さ
ん
が
選
ば

れ
、
南
参
事
外
が
編
集

委
員
会
事
務
局
を
担
当

し
ま
し
た
。

　
古
い
資
料
・
写
真
の

整
理
、各
部
門
の
現
況
、

外
部
の
寄
稿
者
へ
の
依

頼
な
ど
膨
大
な
取
材
と

編
集
作
業
が
続
い
た
の

で
す
。

　
記
念
誌
は
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
・
創
立
８
０

周
年
記
念
の
式
典
ま
で

に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
日
常
の
業
務
の
後
、

記
念
誌
作
製
に
取
り
組

ん
だ
ス
タ
ッ
フ
の
ご
苦

労
は
大
変
な
も
の
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
創
立
８
０
周
年
記

念
誌
・
こ
の
地
と
共
に

歩
ん
だ
８
０
年
に
感
謝

を
込
め
て
」
は
先
日
完

成
し
、
今
回
の
式
典
で

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
■
吉
田
院
長
外
各
界

の
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
８
０
周
年
記

念
誌
に
寄
せ
て
」
か
ら

始
ま
り
、

　
■
こ
の
地
と
共
に
歩

ん
だ
８
０
年
、

　
■
各
団
体
代
表
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
創
立

８
０
周
年
に
寄
せ
て
」

の
数
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、

そ
の
中
に
谷
川
前
代
表

の
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
■
新
病
院
の
紹
介
、

新
病
院
建
設
へ
の
思
い

（
吉
田
院
長
）
、

　
■
こ
れ
か
ら
も
未
来

と
共
に
・
各
部
門
紹
介

な
ど
２
５
０
Ｐ
程
の
立

派
な
記
念
誌
で
す
。

　
昨
年
１
２
月
１
６

日
、
会
の
例
会
で
、
谷

川
代
表
が
辞
意
を
示

し
、そ
の
後
、何
度
か
、

役
員
会
で
辞
意
の
取
り

扱
い
と
新
代
表
の
選
出

に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。
円
満
に
結

論
を
得
、
役
員
選
出
案

を
総
会
に
提
案
し
ま
し

た
。

　
平
成
２
８
年
３
月
１

９
日
（
土
）
、
北
見
赤

十
字
病
院
移
転
新
築
改

修
工
事
竣
工
・
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
と
創
立
８

０
周
年
記
念
式
典
に
招

か
れ
て
、
お
祝
い
に
会

を
代
表
し
て
参
列
し
ま

し
た
。
心
か
ら
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
の
立
ち
上
げ
を
発

案
さ
れ
た
の
が
谷
川
さ

ん
で
し
た
。

　
発
足
か
ら
長
い
間
、

私
た
ち
を
導
い
て
戴

き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
で
、
代

表
の
仕
事
を
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
ご
指
導

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
（
逢
坂
）

（４）２０１６年（平成２８）年３月２５日（金）　機関紙 オホーツクの風 第００１６号 発行責任者 逢坂信治
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感
謝
、表
紙          


